
就航からヵ月で
万人突破
ピーチ搭乗者し

ま
な
み
海
道
と
道
後
で

ス
カ
イ
バ
ス
を
運
行
Ｊ　Ｔ　Ｂ
中国四国

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済

手
数
料
率

％
に

株
式
会
社
全
旅
、新
サ
ー
ビ
ス



勉強会で会員の連携を強化
兵
庫
県
支
部

ＪＴＢ

国
内
旅
行
は
９
％
増

ＫＮＴ

総
取
額
は
８
％
増
に 総取扱額

．
％
増
の

億
円
に

国
内
旅
行
は
．
％
の
増
加

３月分

１
日
で
四
国
霊
場
巡
り

Ｊ
Ｔ
Ｂ

中

部
　

大
阪
で
参
拝
体
験
の
催
事

小
児
普
通
運
賃
を

大
幅
に
引
き
下
げ

ス
カ
イ
マ
ー
ク

セ
ミ
ナ
ー
の

実
施
日
決
定

ク
ル
ー
ズ
認
定
委

会社名 国内旅行 海外旅行 外国人旅行 その他 総取扱額 ４月からの累計
，， ，， ，， ，， ，，，

． ． ． ． ． ．
，， ，， ，，  ，， ，，

． ． ． ． ． ．
，， ，， ， ， ，， ，，

． ． ． ． ． ．
，， ，， ， ， ，， ，，
． ． ． ． ． ．

，， ， ，  ，， ，，
． ． ． ． ． ．

，， ，， ， ， ，， ，，
． ． ． ． ． ．

，， ， ， ， ，， ，，
． ． ． ． ． ．

，， ， ， ， ，， ，，
． ． ． ． ． ．

，， ，，  ， ，， ，，
． ． ． ． ． ．

，， ，， ，  ，， ，，
． ． ． ． ． ．
， ，， ， ， ，， ，，
． ． ． ． ． ．

，， ，， ，  ，， ，，
． ． ． ． ． ．

，，，， ，， ，，，， ，，，
． ． ． ． ． ．

（単位：千円、％）
３月の販売概況

ジェイティービー欄はグループ全体の実績
ＫＮＴ－ＣＴホールディングスの前年数値はグループ全体（ＫＮＴ／ＫＮＴ個人旅行／ＫＮＴ個人旅行販売／クラブツーリズム／
ユナイテッドツアーズ／各地域会社の合算実績

ジェイティービー

日本旅行

ＫＮＴ－ＣＴホール
ディングス

トップツアー

東武トラベル

名鉄観光サービス

京王観光

農協観光

読売旅行

西鉄旅行

日通旅行

阪急交通社

合　　　　計

世良純一さん

　

力
を
入
れ
て
い
る
こ

と
は
何
で
す
か
。

　
会
員
同
士
の
連
携
を
図
る

こ
と
で
す
。
そ
の
一
環
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
年
１
回
だ
っ

た
苦
情
対
応
セ
ミ
ナ
ー
を
今

年
は
２
回
行
い
ま
す
。
１
回

目
を
５
月

日
、
２
回
目
を

秋
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
う
し
た
勉
強
会
と
そ
の

後
の
名
刺
交
換
を
通
じ
て
会

員
同
士
の
つ
な
が
り
を
深
め

ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
１

回
の
勉
強
会
に

～

人
が

集
ま
り
ま
す
が
、
支
部
会
員

は
１
８
０
社
な
の
で
、
も
っ

と
増
や
し
た
い
で
す
ね
。

　
会
員
の
つ
な
が
り
が
深
ま

る
こ
と
に
よ
り
、
地
元
地
域

が
活
性
化
す
る
こ
と
も
願
っ

て
い
ま
す
。

　

社
長
を
務
め
る
ス
カ

イ
ウ
ェ
イ
（
養
父
市
）
の
営

業
方
針
は
。

　
「
地
域
貢
献
な
く
し
て
、

自
社
の
発
展
は
な
い
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
会
社
経
営
を
し

て
い
ま
す
。

　
蕎
麦
で
有
名
な
出
石
に
観

光
客
に
も
っ
と
来
て
も
ら
う

た
め
の
取
り
組
み
も
、
出
石

ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ス
と
い
う

旅
行
会
社
を
弊
社
の
代
理
店

に
し
て
、
５
年
前
か
ら
推
進

し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
実
が

結
び
、
「
八
重
の
桜
」
の
新

島
八
重
の
前
夫
が
出
石
藩
士

だ
っ
た
こ
と
や
片
岡
愛
之
助

の
歌
舞
伎
を
上
演
し
た
芝
居

小
屋「
永
楽
館
」の
人
気
で
、

ど
っ
と
人
が
増
え
ま
し
た
。

　

「
但
馬
地
産
地
消
の

会
」
の
会
長
と
し
て
も
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
但
馬
の
食
材
の
開
発
、
発

展
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

松
葉
ガ
ニ
や
但
馬
牛
が
有
名

で
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
隠

れ
た
お
い
し
い
食
材
が
い
っ

ぱ
い
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
ね
。

（３） 第２７５０号第３種郵便物認可２０１４年（平成２６年）５月１７日（土曜日）

　
ス
カ
イ
マ
ー
ク
は
８
日
、

７
月

日
～
８
月
７
日
搭
乗

分
の
運
賃
を
一
部
見
直
し
、

国
土
交
通
省
に
届
け
出
た
と

発
表
し
た
。
小
児
普
通
運
賃

を
大
幅
に
引
き
下
げ
た
。

　
成
田
―
札
幌
線
、
同
―
那

覇
線
の
片
道
運
賃
を
７
千
円

と
し
た
。
那
覇
線
の
場
合
、

従
来
は
１
万
４
９
０
０
～
１

万
５
９
０
０
円
だ
っ
た
。
同

社
は
「
夏
の
家
族
旅
行
を
リ

ー
ズ
ナ
ブ
ル
に
楽
し
ん
で
」

と
話
し
て
い
る
。

　
Ｋ
Ｎ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
は
９
日
、
３
月
の

旅
行
取
扱
状
況
を
発
表
し

た
。
主
要
事
業
会
社

社
の

総
取
扱
額
は
、
前
年
同
月
比

７
・
５
％
増
の
４
３
９
億
２

６
９
万
円
だ
っ
た
。
こ
の
う

ち
国
内
旅
行
は
同

・
５
％

増
の
２
６
９
億
５
３
５
５
万

円
、
海
外
旅
行
は
同
３
・
９

％
増
の
１
５
２
億
４
７
９
４

万
円
、
外
国
人
（
訪
日
）
旅

行
は
同

・
１
％
減
の
９
億

１
５
９
１
万
円
、
関
連
商
品

ほ
か
は
同

・
０
％
増
の
７

億
８
５
２
９
万
円
だ
っ
た
。

　
国
内
旅
行
の
内
訳
は
、
一

般
団
体
が
同
３
・
４
％
増
の


億
３
９
０
２
万
円
、
学
生

団
体
は
同

・
３
％
増
の


億
６
９
０
万
円
で
、
団
体
全

体
で
は
同
８
・
５
％
増
の


億
４
５
９
１
万
円
だ
っ
た
。

企
画
は
同
９
・
１
％
増
の
１

６
５
億
８
８
９
３
万
円
、
個

人
は
同

・
９
％
増
の

億

１
８
７
１
万
円
、
ク
ラ
ブ
ツ

ー
リ
ズ
ム
国
内
は
同

・
７

％
増
の

億
４
６
７
万
円
。

　
海
外
旅
行
は
、
一
般
団
体

が
同

・
４
％
減
の

億
８

１
９
万
円
、
学
生
団
体
は
同


・
８
％
増
の

億
６
７
０

０
万
円
で
、
団
体
全
体
で
は

同
０
・
１
％
増
の

億
７
５

１
８
万
円
。
企
画
は
同
５
・

０
％
増
の

億
１
２
６
７
万

円
、
個
人
は
同
５
・
５
％
増

の

億
６
０
０
９
万
円
、
ク

ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
海
外
は
同


・
０
％
増
の

億
１
９
７

０
万
円
。

　
中
核
事
業
会
社
３
社
の
状

況
を
見
る
と
、
近
畿
日
本
ツ

ー
リ
ス
ト
は
、
国
内
団
体
は

一
般
、
学
生
と
も
前
年
を
上

回
っ
た
。
海
外
団
体
は
、
一

般
が
昨
年
取
り
扱
っ
た
大
型

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
や
Ｓ
Ｉ
Ｔ

ツ
ア
ー
の
反
動
が
あ
り
、
同

８
・
２
％
減
。
学
生
は
修
学

旅
行
の
取
り
扱
い
が
好
調
で

同

・
７
％
増
だ
っ
た
。

　
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
個

人
旅
行
は
、
メ
イ
ト
が
同
４

・
８
％
増
。
方
面
別
取
扱
人

数
は
中
国
四
国
と
九
州
な
ど

が
好
調
だ
っ
た
一
方
で
、
北

海
道
と
沖
縄
が
伸
び
悩
ん

だ
。
ホ
リ
デ
イ
は
東
ア
ジ
ア

方
面
を
中
心
に
全
般
的
に
不

調
が
続
い
て
い
る
。

　
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、

バ
ス
旅
行
を
除
く
国
内
旅
行

部
門
が
北
海
道
や
沖
縄
と
い

っ
た
遠
距
離
仕
向
地
の
販
売

が
好
調
で
同

・
６
％
増
。

バ
ス
旅
行
部
門
は
サ
ク
ラ
の

開
花
に
合
わ
せ
た
日
帰
り
ツ

ア
ー
が
好
調
で
同

・
７
％

増
。
テ
ー
マ
旅
行
部
門
は
チ

ャ
ー
タ
ー
販
売
や
巡
礼
・
歴

史
の
旅
が
け
ん
引
し
、
同


・
３
％
増
。
海
外
旅
行
部
門

は
チ
ャ
ー
タ
ー
商
品
や
ク
ル

ー
ズ
が
好
調
だ
っ
た
た
め
、

同

・
６
％
増
だ
っ
た
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の
旅
行

販
売
会
社

社
に
よ
る

年

３
月
の
取
扱
額
は
前
年
同
月

比
８
・
４
％
増
の
１
４
６
５

億
６
４
０
０
万
円
で
、
う
ち

国
内
旅
行
は
８
・
６
％
増
の

８
５
７
億
９
３
０
０
万
円
だ

っ
た
。
海
外
旅
行
は
６
・
１

％
増
の
４
９
７
億
８
９
０
０

万
円
、
国
際
旅
行
は

・
７

％
増
の

億
９
１
０
０
万

円
、
旅
行
関
連
商
品
そ
の
他

は
４
・
３
％
増
の

億
９
千

万
円
と
な
っ
た
。

　
国
内
旅
行
の
内
訳
を
見
る

と
団
体
旅
行
は
８
・
０
％
増
。

う
ち
一
般
団
体
は
「
官
公
庁

・
自
治
体
」が

・
９
％
増
、

「
企
業
」
が

・
８
％
増
、

「
組
織
」
が
８
・
３
％
減
だ

っ
た
。
教
育
団
体
は
３
・
８

％
増
と
な
っ
て
い
る
。

　
企
画
商
品
は
６
・
５
％
増

で
、
う
ち
ブ
ラ
ン
ド
「
エ
ー

ス
」
は
８
・
２
％
増
。
手
配

旅
行
を
含
む
個
人
旅
行
全
体

で
は
８
・
８
％
増
だ
っ
た
。

　
方
面
別
の
状
況
を
首
都
圏

発
エ
ー
ス
の
取
扱
人
員
で
見

る
と
、
前
年
を
上
回
っ
た
の

は
８
・
２
％
増
の
九
州
、
４

・
９
％
増
の
近
畿
、
４
・
５

％
増
の
中
国
・
四
国
な
ど
。一

方
、前
年
を
下
回
っ
た
の
は
、

１
・
６
％
減
の
東
北
の
み
。

　
海
外
旅
行
は
、
団
体
旅
行

が

・
４
％
増
、
企
画
商
品

が
２
・
７
％
増
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
が

４
・
５
％
増
だ
っ
た
。

　

年
度
の
今
年
３
月
ま
で

の
累
計
取
扱
額
は
４
・
１
％

増
の
１
兆
６
５
３
２
億
６
３

０
０
万
円
。
国
内
旅
行
は
６

・
２
％
増
の
９
７
６
９
億
５

７
０
０
万
円
、
海
外
旅
行
は

０
・
３
％
増
の
５
７
２
９
億

１
８
０
０
万
円
、
国
際
旅
行

は

・
１
％
増
の
４
０
３
億

２
３
０
０
万
円
、
旅
行
関
連

商
品
そ
の
他
は
０
・
１
％
増

の
６
３
０
億
６
６
０
０
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
（
Ｊ
Ｔ

Ｂ
の
６
月
１
日
付
人
事
異
動

に
伴
う
も
の
）

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
取
締
役
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ

西
日
本
社
長
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
取
締

役
経
営
企
画
部
長
Ｉ
Ｔ
企
画

担
当
）
光
山
清
秀

　
ク
ル
ー
ズ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

認
定
委
員
会
（
委
員
長
・
山

口
直
彦
商
船
三
井
客
船
常

務
）
は
、
今
年
度
の
ク
ル
ー

ズ
セ
ミ
ナ
ー
（
ク
ル
ー
ズ
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
コ
ー
ス
）
の

実
施
日
を
発
表
し
た
。

　
東
京
＝

月
３
日
、
Ｊ
Ｔ

Ｂ
本
社
ビ
ル
と
日
本
海
運
倶

楽
部
▽
神
戸
＝

月

日
、

神
戸
海
洋
博
物
館
▽
名
古
屋

＝

月

日
、
名
古
屋
ダ
イ

ヤ
ビ
ル
▽
福
岡
＝

月


日
、
新
Ｋ
Ｂ
Ｃ
ビ
ル
と
Ｋ
Ｂ

Ｃ
会
館

　
関
西
空
港
を
拠
点
と
す
る

格
安
航
空
会
社
（
Ｌ
Ｃ
Ｃ
）

の
ピ
ー
チ
・
ア
ビ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
搭
乗
者
数
が
４
月


日
、
５
０
０
万
人
を
突
破
し

た
。
２
０
１
２
年
３
月
の
就

航
か
ら

カ
月
目
で
の
達
成

と
な
っ
た
。

　
井
上
慎
一
代
表
取
締
役
Ｃ

Ｅ
Ｏ
は
「
ピ
ー
チ
は
こ
れ
か

ら
も
皆
さ
ま
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
変
え
る
、
安
全
で
気

軽
な
『
空
飛
ぶ
電
車
』
の
旅

を
提
供
し
て
い
く
」
と
コ
メ

ン
ト
し
て
い
る
。

　
同
社
は

年
３
月
１
日
に

大
阪
―
札
幌
、
同
―
福
岡
の

２
路
線
の
運
航
を
開
始
。
同

年

月
に
１
０
０
万
人
、


年
９
月
に
３
０
０
万
人
を
達

成
し
た
。
現
在
、

機
体
制

で
国
内

路
線
、
国
際
６
路

線
の
計

路
線
を
運
航
し
て

い
る
。
７
月

日
に
は
沖
縄

―
福
岡
線
を
開
設
す
る
。

　
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
中
で
順
調
に
成

長
し
て
き
た
同
社
だ
が
、
機

長
不
足
が
深
刻
な
問
題
と
な

っ
て
お
り
、
先
行
き
に
不
透

明
感
が
出
て
い
る
。

　
株
式
会
社
全
旅
（
池
田
孝

昭
社
長
）
は
、
全
国
旅
行
業

協
会
（
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
）
の
会
員

を
対
象
に
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
の
決
済
手
数
料
率
が
１

・
３
％
に
な
る
メ
ー
ル
送
信

型
カ
ー
ド
決
済
サ
ー
ビ
ス

「
全
旅
ペ
イ
メ
ン
ト
」
を
開

始
し
た
。
通
常
は
２
～
３
％

だ
が
、
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
会
員
５
５

０
０
社
の
組
織
力
を
背
景
に

包
括
契
約
を
結
ぶ
こ
と
に
よ

っ
て
、
カ
ー
ド
会
社
か
ら
低

料
率
を
引
き
出
し
た
。

　
ポ
イ
ン
ト
特
典
が
付
く
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
支
払

い
を
望
む
客
も
多
い
。
中
小

旅
行
会
社
に
と
っ
て
は
、
手

数
料
が
ネ
ッ
ク
と
な
り
躊
躇

し
て
い
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
決
済
に
応
じ
や
す
く
な

る
。

　
通
常
、
決
済
処
理
代
行
会

社
と
の
契
約
で
発
生
す
る
決

済
処
理
費
用
（
初
期
費
用


万
円
程
度
、
月
額
固
定
費
用

１
万
円
程
度
、
重
量
費
用
１

件
当
た
り

円
程
度
）
の
費

用
も
か
か
ら
な
い
。
対
象
の

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
ビ
ザ

と
マ
ス
タ
ー
で
、
今
後
、
Ｊ

Ｃ
Ｂ
も
加
え
る
予
定
。

　
同
サ
ー
ビ
ス
は
、
Ｃ
Ａ
Ｔ

端
末
を
用
い
ず
、
パ
ソ
コ
ン

上
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
画

面
か
ら
利
用
す
る
。
専
用
Ｉ

Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
に
よ
っ
て

ロ
グ
イ
ン
し
、
金
額
、
商
品

名
を
入
力
し
て
客
の
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
に
送
信
。
客
に
は

メ
ー
ル
に
付
け
ら
れ
た
Ｕ
Ｒ

Ｌ
か
ら
カ
ー
ド
情
報
を
入
力

し
て
、
決
済
し
て
も
ら
う
。

決
済
状
況
は
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
画
面
で
確
認
で
き
る
。

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
ほ

か
に
、
ロ
ー
ソ
ン
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
マ
ー
ト
な
ど
の
コ
ン
ビ

ニ
店
頭
や
、
「
Ｐ
ａ
ｙ
―
ｅ

ａ
ｓ
ｙ
（
ペ
イ
ジ
ー
）
」
に

よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン

キ
ン
グ
で
の
支
払
い
も
可
能

だ
。

　
売
り
上
げ
代
金
の
振
り
込

み
は
、
日
締
め
の
末
払
い
、

末
締
め
の
翌
月

日
払
い
の

月
２
回
。
振
込
金
額
の
明
細

は
、
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
が
運
営
す
る

観
光
商
品
流
通
シ
ス
テ
ム

「
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
　
Ｎ
Ｅ
Ｔ
」
で

確
認
で
き
る
。

　
す
で
に
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
会
員
２

４
０
社
か
ら
申
し
込
み
が
あ

り
、
こ
の
う
ち

社
が
５
月

上
旬
か
ら
決
済
を
始
め
た
。

　
全
旅
の
中
森
万
登
・
西
日

本
支
社
長
は
「
全
旅
ペ
イ
メ

ン
ト
を
使
っ
た
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
会

員
か
ら
『
画
面
操
作
が
意
外

に
簡
単
だ
』
と
い
う
声
も
聞

く
。
取
扱
額
が
増
え
れ
ば
カ

ー
ド
会
社
か
ら
さ
ら
に
有
利

な
条
件
を
引
き
出
せ
る
の

で
、
多
く
の
会
員
に
利
用
し

て
も
ら
い
た
い
」
と
話
す
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
中
国
四
国
は
、
伊

予
鉄
道
、
日
の
丸
自
動
車
興

業
と
３
社
で
構
成
す
る
「
ス

カ
イ
バ
ス
し
ま
な
み
・
松
山

実
行
委
員
会
」
と
し
て
、
４

月

日
か
ら
「
ス
カ
イ
バ
ス

し
ま
な
み
海
道
・
道
後
温
泉
」

の
期
間
限
定
運
行
を
開
始
し

た
。
金
・
土
・
日
・
祝
日
の

運
行
で
６
月

日
ま
で
。

　
ス
カ
イ
バ
ス
の
し
ま
な
み

海
道
ル
ー
ト
の
運
行
は
、
瀬

戸
内
海
国
立
公
園
指
定

周

年
と
道
後
温
泉
本
館
改
築
１

２
０
周
年
を
記
念
し
た
も

の
。
２
０
０
９
年
以
来
４
年

ぶ
り
と
な
る
。

　「
し
ま
な
み
海
道
コ
ー
ス
」

は
、
中
２
階
建
オ
ー
プ
ン
ト

ッ
プ
バ
ス
の
座
席
地
上
約
３

・
５
㍍
の
視
点
か
ら
、
瀬
戸

内
海
の
自
然
美
や
島
々
の
美

し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
。

　
「
松
山
市
内
周
遊
＋
道
後

温
泉
本
館
ナ
イ
ト
コ
ー
ス
」

は
、
宿
泊
先
と
し
て
人
気
の

高
い
道
後
温
泉
の
駅
前
か
ら

松
山
城
な
ど
松
山
市
内
を
周

遊
し
て
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
夜

景
を
楽
し
め
る
。

　
鉄
道
旅
客
協
会
が
４
月


日
に
発
表
し
た
主
要
旅
行
業


社
の
３
月
の

旅
行
販
売
取
扱

額
は
、
前
年
同

月
比
７
・
０
％

増
の
２
８
８
８

億
１
３
５
８
万

円
。
内
訳
は
国
内
旅
行
が
９

・
５
％
増
の
１
７
４
５
億
１

４
２
４
万
円
、
海
外
旅
行
が

１
・
４
％
増
の
１
０
４
５
億

２
８
９
６
万
円
、
外
国
人
旅

行
が

・
０
％
増
の

億
６

０
４
７
万
円
だ
っ
た
。

　
総
取
扱
額
が
前
年
同
月
を

上
回
っ
た
事
業
者
は
９
社
だ

っ
た
。

　
国
内
旅
行
で
前
年
同
月
を

上
回
っ
た
の
も
９
社
だ
っ

た
。
海
外
旅
行
が
前
年
を
超

え
た
の
は
５
社
。
外
国
人
旅

行
は

社
中
６
社
で
、
こ
の

う
ち
名
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス
と

阪
急
交
通
社
は
３
ケ
タ
の
伸

び
だ
っ
た
。

　
４
月
か
ら
３
月
ま
で
の
累

計（
２
０
１
３
年
度
計
）は
、

前
年
比
１
・
０
％
増
の
３
兆

２
９
０
９
億
８
４
０
７
万
円

だ
っ
た
。
前
年
同
期
を
上
回

っ
た
事
業
者
は
、
ジ
ェ
イ
テ

ィ
ー
ビ
ー
、
日
本
旅
行
、
名

鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス
の
３
社
と

な
っ
た
。

　
分
野
別
で
は
国
内
旅
行
が

４
・
５
％
増
の
２
兆
２
６
０

億
２
３
０
３
万
円
、
海
外
旅

行
が
５
・
５
％
減
の
１
兆
１

７
０
６
億
９
８
７
８
万
円
、

外
国
人
旅
行
が

・
８
％
増

の
７
３
９
億
２
４
７
７
万
円

だ
っ
た
。

　
国
内
旅
行
の

累
計
が
前
年
度

を
上
回
っ
た
の

は
、
ジ
ェ
イ
テ

ィ
ー
ビ
ー
、
日

本
旅
行
、
Ｋ
Ｎ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
ト
ッ
プ

ツ
ア
ー
、
名
鉄
観
光
サ
ー
ビ

ス
、
読
売
旅
行
、
阪
急
交
通

社
の
７
社
だ
っ
た
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
中
部
と
四
国
八
十

八
ヶ
所
霊
場
会
（
香
川
県
善

通
寺
市
）
は
、
１
日
で
四
国

八
十
八
ヶ
所
霊
場
の
ご
本
尊

掛
け
軸
参
拝
と
お
砂
踏
み
を

体
験
で
き
る
催
事
を
大
阪
市

で
６
月
４
日
か
ら

日
ま
で

開
催
す
る
。
四
国
霊
場
開
創

１
２
０
０
年
を
記
念
し
て
行

わ
れ
る
も
の
。

　
四
国
八
十
八
ヶ
所
の
霊
場

を
巡
る
お
遍
路
は
、
弘
法
大

師
の
足
跡
を
訪
ね
る
巡
礼
の

旅
と
し
て
人
気
。
し
か
し
、

全
行
程
が
約
１
３
０
０
㌔
㍍

も
あ
り
、
徒
歩
で
巡
る
と
１

カ
月
半
～
２
カ
月
、
車
を
使

っ
て
も

日
～
２
週
間
程
度

か
か
る
。
　

　
こ
の
催
事
で
は
、
四
国
霊

場

カ
所
の
ご
本
尊
掛
け
軸

と
お
砂
を
一
堂
に
集
め
、
１

日
で
八
十
八
ヶ
所
の
巡
拝
を

体
験
で
き
る
。
す
べ
て
の
ご

本
尊
掛
け
軸
を
お
参
り
す
る

と
、
四
国
八
十
八
ヶ
所
を
巡

る
の
と
同
じ
功
徳
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。

　
四
国
霊
場
八
十
八
ヶ
所
す

べ
て
を
回
り
終
え
る
と
発
行

し
て
も
ら
え
る「
結
願
之
証
」

（
け
ち
が
ん
の
し
ょ
う
）
も

渡
さ
れ
る
。

　
会
場
は
大
阪
市
北
区
の
グ

ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
。
巡
礼

用
品
や
四
国
物
産
品
も
販
売

さ
れ
、
お
遍
路
を
身
近
に
感

じ
ら
れ
る
。
開
催
時
間
は
朝

９
時
か
ら
夜
９
時
ま
で
。

　
１
日
４
部
の
入
替
制
と
し

て
、
会
期
を
通
し
て
合
計
２

万
人
以
上
の
来
場
者
を
見
込

ん
で
い
る
。


